
名 船  発  掘 (汽船〉

〈主要目〉浅吃水型客船、山陽汽船運航 (山陽鉄道所有)、鋼製、

24総トン、長さ215m、 幅37m、 満載吃水045m、 主機二連成汽

機 2基、出力9公称馬力、遠力loノット、1903年大阪鉄工所建造(デ
ータは1904年版 F日本船名録』による)

写真提供=小 林義秀

～高松間の鉄道連絡航路を
えた小汽船

1辞!′す

学
高
連
絡
船
の
ル
ー
ツ

瀬
戸
大
橋
が
で
き
る
ま
で
、
本
州
～
四
国
間
の
基

幹
ル
ー
ト
は
旧
国
鉄
の
手
高
連
絡
船
で
あ

つ
た
。

官
営
の
字
高
航
路
が
開
業
し
た
の
は

一
九

一
〇

（明
治
四
十
三
）
年
六
月
。
明
治
も
ず

つ
と
末
年
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、
じ
つ
は
こ
の
航

路
に
は
前
史
が
七
年
ほ
ど
あ
る
。
山
陽
汽
船
が
経
営

し
た
阿
山
～
高
松
航
路
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
九
〇

一

（明
治
三
十
四
）
年
に
神
戸
～
下
関
間

を
全
通
さ
せ
た
山
陽
鉄
道
は
、
さ
ら
に
同
山
か
ら
宇

野
線
を
延
ば
し
て
、
宇
野
と
高
松
を
運
桁
船
で
結
ほ

う
と
計
画
し
た
。
高
松
は
讃
岐
鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
あ
り
、
高
松
～
多
度
津
～
本
平
間
が
開
通
し
て
い

た
。
と
は
い
え
、
年
野
線
の
建
設
に
は
か
な
り
の
年

月
が
か
か
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず

一
九
〇
〓

（明
治

三
十
六
）
年
三
月
に
、
同
山
～
高
松
間
と
尾
道
～
多

度
津
問
の
二
航
路
を
開
業
し
た
。
遷
航
に
あ
た
つ
た

の
は
子
会
社
の
山
陽
汽
船
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
年
高
連
絡
船
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
岡

山
～
高
な
航
路
は
、
鉄
道
連
絡
と
は
名
ば
か
り
の
ま

こ
と
に
不
使
な
航
路
だ

っ
た
。

同
山
側
の
旅
客
は
ま
ず
、
人
力
草
で
問
山
市
内
の

京
橋
ま
で
行
く
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
小
汽
船
で
旭
川

を
十
三
キ
ロ
下
っ
て
、
河
日
の
工
幡

（さ
ん
ば
ん
）

に
停
泊
す
る
二
百
二
十
四
総
ト
ン
の
鉄
道
連
絡
怖

「二
凍
九
」
に
乗
り
移
っ
た
。
旭
川
の
水
深
が
減
水



則
に
は
六
十
七
ン
チ
く
ら
い
ま
で
下
が
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
而
側
な
ル
ー
ト
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

吃
水

が

わ
ず

か

四
十

五
セ

ン
チ

こ
の
旭
川
の
連
絡
に
使
わ
れ
た
小
汽
船
が
、
こ
こ

に
紹
介
す
る

「旭
九
」
で
あ
る
。

「旭
九
」
は
長
さ
が
二

一　

五
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
三

七
メ
ー
ト
ル
。
競
い水
プ
ー
ル
に
お
さ
ま
る
程
度
の
小

さ
な
銅
製
ラ
ン
チ
だ
が
、
技
術
的
に
こ
ん
な
面
白

い

船
は
、
そ
う
減
多
に
は
な

い
。

第

一
に
満
載
吃
水
が
四
十
五
セ
ン
チ
と
、
き
わ
め

て
浅

い
。
こ
の
数
字
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
旭
川
の

水
深
事
情
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

内
陸
水
逆
が
廃
れ
た
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
浅
吃

水
型
の
客
船
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

っ
た
が
、
お

隣
り
の
中
国
の
柱
林
に
行
く
と
、
こ
れ
に
似
た
船
が

今
で
も
走

っ
て
い
る
。
有
名
な
灘
江

（り
こ
う
）
の

川
下
り
観
光
船
が
そ
れ
で
、
長
さ
は
約
二
十
メ
ー
ト

ル
、
幅
は
四
～
六
メ
ー
ト
ル
。
満
載
吃
水
は
四
十
二

セ
ン
チ
以
内
に
お
さ
え
て
い
る
っ

「旭
九
」
の
旅
各
定
員
の
記
録
は
な

い
が
、
「玉
藻

九
」
の
定
員

（百
四
十
六
人
）
か
ら
み
て
、
せ
い
ぜ

い
百
人
か
そ
こ
ら
で
あ

つ
た
ろ
う
。
旅
客
設
備
と
し

て
は
、
両
舷
寄
り
に
本
製
ベ
ン
チ
が
あ
る
だ
け
。
使

数
に
つ
い
て
は
、
「工
操
九
」
が
午
前
と
午
後
を

一

往
復
だ

っ
た
の
で
、
「旭
九
」
も

こ
れ
と
迎
動
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
京
橋
～
〓
賄
間
の
所
要
時
岡
は

約
五
十
分
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に

「旭
九
」
が
批
航
し
て
旅
作

と
手
荷
物
を
油
故
す
る
と
、
吃
水
が
し
ば
し
ば
六
十

セ
ン
チ
に
達
し
、
満
湖
時
と
増
水
期
の
ほ
か
は
京
橋

ま
で
遡
航
で
き
な
く
な

っ
た
。
や
む
な
く
山
陽
汽
研

は
、
下
流
に
船
着
き
場
を
い
く

つ
か
設
け
て
、
そ
の

日
の
水
深
に
応
じ
て
「旭
丸
」
の
発
航
地
を
変
更
し
、

入
力
車
に
よ
る
輸
送
区
問
も
延
長
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
推
進
装
置

「旭
丸
」
の
推
進
装
置
も
興
味
深
い
も
の
だ
。

こ
の
船
の
生
機
は
一
連
成
汽
機
が
工
基
。
シ
ャ
フ

ト
は
こ
軸
で
、
各
軸
に
プ
ロ
ベ
ラ
が
‐
仙
ず
つ
付
い

て
い
た
。
プ
ロ
ベ
ラ
は
計
四
個
。
甘
瓜
に
い
う
と
，

ｍ
四
蝶
旋

（ら
せ
ん
）
で
あ
る
。

類
似
の
方
式
で
有
名
な
の
は
、
世
界
初
の
系
気
タ

ー
ビ
ン
船

「
タ
ー
ビ
エ
ア
」
で
あ
る
。
長
さ
三
十
メ

ー
ト
ル
の
こ
の
実
験
船
は
、
十
一軸
九
螺
旋
を
採
用
し
、

三
十
四
　
五
ノ
ッ
ト
の
高
速
力
を
出
し
た
。

「旭
九
」
は
、
岡
山
～
高
松
間
の
開
業
ニ
カ
月
ま
え

に
大
阪
鉄
工
所
で
誕
生
し
て
い
る
が
、
大
阪
鉄
工
所

は
こ
の
時
期
、
同
じ
タ
イ
プ
の
二
軸
四
螺
旋
の
浅
吃

水
型
客
船
を
六
隻
建
道
し
て
い
る
。

『日
本
近
世
造
捕
史
』
（明
治
編
）
に
よ
る
と
、
こ

の
タ
イ
プ
の
船
は
、
■
進
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
上

十
分
が
水
面
上
に
出
る
ほ
ど
の
大
亡
在
の
プ
ロ
ペ
ラ

を
装
備
し
た
と
い
う
。
】
然
、
プ
ロ
ベ
ラ
の
■
十
分

は
４
を
切
る
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
船
尾
の
水

線
部
分
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ｉ
大
を
施
し
た
。

す
な
わ
ち
、
怖
尾
の
怖
成
枚
と
そ
の
後
方
に
続
く

抑
水
板
の
底
部
を
ア
ー
チ
状
に
へ
こ
ま
せ
て
、
プ
ロ

ペ
ラ
を
覆
う
か
た
ち
に
し
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

水
面
上
に
出
た
プ
ロ
ベ
ラ
に
、
一畏
返
し
に
し
た
鉢
を

か
ぶ
せ
た
よ
う
な
か

っ
こ
う
に
な
る
。
プ
ロ
ペ
ラ
が

回
転
す
る
と
、
鉢
の
な
か
の
空
気
が
追

い
出
さ
れ
て

川
水
が
充
満
し
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
効
率
よ
く
働
く
わ
け

だ
。
右
掲
の
写
真
で
、
船
尾
旗
の
後
方
に
突
き
出
た

ヒ
レ
状
の
板
が
抑
水
板
で
あ
る
。

宮
津
湾
航
路

へ
転
じ
る

九
〇
六

（明
治
三
十
九
）
年
十
ｉ
月
、
岡
山
～

高
松
航
路
は
鉄
道
円
布
法
の
公
布
に
と
も
な
い
、
山

陽
汽
船
が
運
抗
し
て
い
た
他
の
航
路
と
と
も
に
官
官

と
な

っ
た
。
さ
ら
に
円
年
後
の

一
九

一
〇
年
六
月
に

は
、
十
野
線
の
開
通
に
よ

っ
て
、
不
使
を
き
わ
め
た

こ
の
旭
川
の
連
絡
航
路
は
廃
止
さ
れ
た
。

用
済
み
と
な

っ
た

「
旭
九
」
は
こ
の
年
、
宮
津
湾

航
路

へ
転
配
さ
れ
た
。
宮
津
を
起
点
に
、
天
の
橋
立

の
観
光
と
宮
津
湾
内

の
交
通
を
兼
ね
た
航
路
で
あ

る
。
「旭
九
」
は
足
か
け
六
年
間
、
こ
の
航
路
を
走

っ
た
。
次
い
で
民
間
に
売
却
さ
れ
、　
一
九

一
九

（大

正
人
）
年
ま
で
大
阪
の
造
船
所
で
働

い
た
。

山

田
　

廼
生
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